
●昨年より参加者が大幅に増えて賑わいもあり、とてもよかっ
たです。

●無料で作ったり楽しめたりするブースがいくつもあり、子供
たちも楽しめたようでした。

●この日のために頑張ってきた子供たちの演技が観れて良かった。
●ハンターを探せ！は親子で回って子供だけでなく、親も先に
見つけながら子供にヒントを出して楽しんでいた。親子の交
流にもなっていた！

●ハンターを見つけて少し会話。わかれるときに「ありがとう
ございました！」と礼儀正しく離れていく小学生。ほっこり
しました。

●チャレンジできたこと。子供たちが楽しく参加できたこと。
長崎市PTA連合会に加入しているご家族に対し、会費の有効
活用ができていた。

●タイルキーホルダー、タイルコースターのワークショップが
すごくよかった。

●広報紙や各学校からの連絡に頼るのではなく、このイベント
をさらに多くの方に知ってもらえるよう宣伝方法を考えるべ
き。せっかくブリックホールを借りて実施しているイベント
なのにもったいない。

●スタッフとしての参加だったのですが、係の方にも楽しんで
いただきたいという大𦚰会長の考えもあり、交代で休憩を取
りふぇすたにも参加できました。興味のあった宮田医師の講
演を聴くことができ、今後の参考と勉強になりました。

運営スタッフはPTA会員さんやOBさん。他校との交流の場になっていました。

１０月２６・２７日
日本PTA九州ブロック研究大会

長崎大会
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中学生が長崎の未来について
市長・教育長と真剣トーク

会場内のイラストを探して
スタンプをゲット！
子供たちに大人気でした。

やさしいハンター

広報紙に載せきれない
情報発信中

「Facebook見てください！」

ステージイベントを盛り上げてくれた小学生の子供たち

参加者アンケートから

市長・教育長と中学生のトークイベント

宮田雄吾先生講演会

大会実行委員長 楠本博吉（三原小）

「ハンターを探せ！」

長崎チアリーダースクールVrery、昭和町水源子ども会バンドSUI-GEN、西浦上小学校ホープバンド、Beastie Labo、横尾っ子放課後子ども教室のみなさんありがとうございました

みらふぇす

わくわくいっぱい！学んで遊んで TO naga ROAD
つ な が ろ う

たくさんのご来場とご協力たくさんのご来場とご協力
ありがとうございました！

12月16日、長崎市PTA連合
会・長崎市教育委員会の主催
による「第2回スマイルみらい
ふぇすた」がブリックホールで
開催され、親子連れや教育関
係者で賑わいました。

■■■■■■■■■■■■■ 12345678910111213

み
ん
な
で

話
そ
う
！

大人も
負けてられんね！

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
回
の
み
ら
い
ふ
ぇ
す
た
も
多
く
の
方
の
ご
協
力
も

あ
り
、
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
子
供
た
ち
が
輝
い
て
、
子
供
と
大
人
が
学
べ
る

場
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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市長・教育長
との

教育懇談会

子供たちの未来のために強い連携体制をつくります

上長崎小学校育友会 「せんだん」 西浦上中学校育友会 「うらかみ」

市 P 連優良賞 優良賞 優良賞

　
1
月
19
日
、
鈴
木
市
長
や
教

育
委
員
会
の
皆
様
と
各
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
参
加
し
教
育
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

P
T
A
を
代
表
し
て
２
校
の
活

動
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
飽
浦

小
学
校
育
友
会
は
「
飽
浦
フ
ェ

ス
タ
」
を
毎
年
開
催
す
る
な
ど

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
で
す
。
児
童
数
の
減
少
、
共

働
き
増
加
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
現
状
に
寄
り
添
う
活

動
の
改
革
に
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
香
焼
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
途
絶
え
た
地
元

ペ
ー
ロ
ン
の
復
活
と
大
会
出
場
に
情
熱
を
注
い
だ
２
年

間
の
軌
跡
を
紹
介
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
ペ
ー
ロ
ン

復
活
へ
向
け
て
、出
場
資
格
の
取
得
や
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

の
も
と
へ
足
を
運
び
協
力
を
仰
ぎ
ま
し
た
。
子
供
た
ち

の
支
援
の
た
め
に
情
熱
を
注
ぎ
、
目
標
を
達
成
し
た
充

実
感
に
溢
れ
た
紹
介
で
し
た
。

　
後
半
は
、
会
長
と
行
政
の
方
々
で
班
を
作
り
、
時
間

の
許
す
限
り
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
長
崎
市
Ｐ
連

は
今
年
度
の
活
動
方
針
の
初
め
に
「
学
級
懇
談
会
の
充

実
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。「
保
護
者
と
学
校
の
関
係
が
良

い
」
そ
こ
か
ら
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
は
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
そ
こ
に
行
政
が
加
わ
れ
ば
鬼
に
金
棒
で
す
。
子

供
た
ち
の
学
校
環
境
は
市
の
行
政
や
教
育
委
員
会
に

よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
懇
談
会
で
は
、

行
政
の
方
々
か
ら
も
「
保
護
者
（
会
長
）
の
生
の
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
施
策
の
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
う
感

想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市
Ｐ
連
で
は
、
他
に
も
教

育
委
員
会
と
保
護
者
の
意
見
や
要
望
を
出
し
て
話
し
合

う
「
市
教
委
・
市
Ｐ
連
連
絡
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

行
政
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
三
学
期
。
二

学
期
か
ら
委
員
長
を
務
め
、
委
員

の
皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
き
何

と
か
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。
三
学

期
号
も
記
事
盛
り
だ
く
さ
ん
で
お

届
け
し
ま
す
。
少
し
で
も
皆
さ
ん

の
P
T
A
活
動

の
ご
参
考
に
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

担
当

委
員
長

副
会
長

担
当
者

小
里　

史
規
（
三
重
小
）

吉
村　

文
子
（
日
見
小
）

佐
藤　

尊
之
（
戸
町
中
）

一
瀬　

佐
紀
（
城
山
小
）

中
本　

浩
太
（
大
浦
小
）

近
藤　

隆
史
（
緑
が
丘
中
）

中
村　
　

仁
（
小
ヶ
倉
中
）

編
集
後
記

広報紙コンクール

　育友会の活動が詳しく掲載されていて、それぞ
れに執筆者の感想なども加えられています。単な
る行事報告ではなく、取材者のフィルターを通す
ことで、その活動の大切さや関わってくれた方へ
の感謝を読者も抱くことができる内容になってい
ます。親子レクリエーションのコーナーは、その楽
しさが写真や文面から伝わってきます。毎年行わ
れる行事でしょうから、次は参加してみようという
呼び水にもなる記事ではないでしょうか。

　以前はクラス役員が担当して
いた広報紙作りを、有志による新
生「広報委員会」が担当になった
ということで、紙面の隅々までや
る気がみなぎった広報紙に仕上
がっています。各学年の今年度の
ふり返りはその様子だけではな
く、どんな目的でその行事が行わ
れたかが触れられています。先生
方の�日密着では、丁寧な取材が
されていて、普段見ることができ
ない先生方の一面に保護者も多
くの気付きがあったことでしょう。
最終ページの編集後記は広報部
６人の懸命な想いが伝わり、感動
すら覚える内容です。

　育友会活動をメインに取り扱
いわかりやすく内容を掲載してい
る点が、大変評価できるポイント
です。それも元となる育友会活動
がしっかりとなされているからこ
そ。紙面から育友会活動の充実ぶ
りが見て取れます。行事の掲載に
ついては、印象的なシーンの写真
をうまく添え、学びの報告は文章
で研修の趣旨や概要を伝えてい
ます。審査対象作品だけではな
く、発行されたすべての号が工夫
され、育友会活動の熱量がそのま
ま紙面に感じられる内容となって
います。

城山小学校育友会
「しろやま」佳作 桜馬場中学校ＰＴＡ

「さくら」佳作

女の都小学校育友会
「めのと魂」

　今回よりＷＥＢを使っての広報ということ
で、活動をより良いものにしようと前向きな姿
勢が感じられます。内容も学校行事などは学
校・学級だよりに役割をゆだね、育友会の活
動に絞って掲載を行われた点も評価できます。
アンケートでどんなことを広報で扱ってほしい
かの希望を取り、その結果を生かしてさらなる
次の活動(アンケートとその分析)に繋げてい
る点も大変理想的な流れです。

坂本小学校育友会
「さかもと」

　紙面の�分の�を割き、会長と校長先生の対談、生
徒会と会長、校長先生の意見交換会の様子が掲載
され、そこを取材した広報部の方の感想も載せられ
ています。会長と校長先生の対談となると、学校経
営や子供たちの話になることが多いですが、しっか
りとＰＴＡについての話が主軸に置かれています。学
校のトップである校長先生がこれだけＰＴＡについ
て明確なビジョンを持たれていることをＰとＴに知
らせられたことは大きな意味があると思います。

　限られた
紙面の中に
は、育友会
の活動にの
み焦点を当
てた内容が
掲載されて
います。学
校の創 立
���周年の
ページでは、記念行事への育友会とし
ての関わりとそこに抱いた思いが会長
の言葉で書かれています。育友会の各
活動やＰＴＡとして知ってほしい内容な
どはコンパクトにわかりやすくまとめ
られています。行事参加者の感想を取
り掲載することで、記事が立体的なもの
になっています。

　「桜中生は地域と一緒に育ちます。」
と言う見出しの元、地域でのさまざま
な行事に子供たちが参加している様子
が掲載されています。学校だよりには
載らないような内容であり、子供たちが
地域に育てられていることを伝えるの
も、ＰＴＡ広報紙の大きな役割です。オリ
ジナルのメディアコントロールについて
も、イラストや箇条書きなどで理解しや
すくまとめられています。新ジャージや
部活動の外部指導者の記事は紙面に
緩急をつけるのに役立っています。

橘中学校ＰＴＡ
「橘」

香焼中学校PTA

飽浦小学校育友会

PHOTOwithSCHOOL小島小

城山小

戸石小

南小
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閉校記念。思い出がいっぱいの学校と。
令和５年３月に閉校し茂木小に統合されます。 創立100周年記念。PEACE！

旧校舎の屋上で。新校舎は令和９年に共用予定。新校舎も楽しみですね。

創立150周年記念。
おめでとうございます
(*^-^*)

伝
え
る

伝
え
る

知
る
知
る

世の中

活動

工
夫
す
る

工
夫
す
る

楽しみ

ながら
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